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1 過 冷 却 液 体 の 2つ の モ デ ル
a モー ド結合理論









と仮定する.結合定数のベクトル V-(vl,… ,VN) が充分大きくなると伸 一∞)≠0 とな
るノンエルゴディック解が存在する.従って,V を 0から増加させていくと, ある臨界的な値
Vcでエルゴディック-ノンエルゴディック転移が起こる.転移点Vcの近傍のスケーリング則を
満たす道筋をとると,過冷却液体の一般化された感受率 x(LJ)は振動数 Wの関数として
x(W≪ 〕J)-CqBr(1･b)(=)b(cos筈 .isin等)+o(1) (3)
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2 2つ の モ デ ル の 一 般 化 さ れ た 感 受 率 に つ い て の 考 察 と コー ル コー ル

























3 両 対 数 コー ル コー ル プ ロ ッ ト
上で述べたコールコールプロットによる解析をさらに詳しく行 うため,logx〟をlogx'に対
してプロットした両対数コールコールプロットを行う.デバイ緩和の場合,両対数コール ･コー
ルプロットは, x〟 が極大値をとる振動数よりも十分小さな振動数領域で傾きが -∞ の直線と
なり,それよりも振動数が大きい領域で傾きが 1/2の直線となる(図4の破線参照 ).一般に
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